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  温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値 延床面積

  （温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

 目標削減率に関する考え方

当社が使用しているエネルギーの大半は、空調、照明であるので、それらの更新のタイミングで、省
エネ効果の高い機器への変更を進めていく。

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量

目標年度における吸収量 0 吸収量による削減率 0.0

   温室効果ガスの削減目標（目標年度の対策後排出量(平準化補正後)） 3,400

選択
目標削減率（排出量ベース） 0

目標削減率（原単位ベース） 5.2

目標削減率（平準化補正ベース） 4.5

 (2)基準年度における温室効果ガス総排出量 3,164

    基準年度における温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 3,558

 (3)温室効果ガスの削減目標（目標年度の対策後排出量） 3,000

事業の概要
大阪市内でゴルフ練習場、遊戯施設、温浴施設、及び、不動産賃貸
を行っている。

◎ 温室効果ガスの排出の抑制に関する目標

 (1)計画期間

日（3年間）

特定事業者の主たる業種 80娯楽業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ
又はロに該当する者

対 策 計 画 書

届出者住所
大阪市住之江区泉1-1-82

氏名
ハマダ株式会社

代表取締役社長 濵田 隆司



◎ 温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化のための対策

 (1)推進体制

エネルギー管理責任者（社長）を中心に、支配人、業務責任者を含めた定例会議において、実績の把
握や対策の決定を行っている。
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  温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値 延床面積

  （温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

 目標削減率に関する考え方

省エネルギー法の削減目標値が年平均１％であることを考慮し、各ビルの延床面積を母数に設定した
排出原単位において、３年間で３％削減を目標としました。

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量

目標年度における吸収量 0 吸収量による削減率 0.0

   温室効果ガスの削減目標（目標年度の対策後排出量(平準化補正後)） 5,824

選択
目標削減率（排出量ベース） 0

目標削減率（原単位ベース） 3

目標削減率（平準化補正ベース） 3

 (2)基準年度における温室効果ガス総排出量 5,407

    基準年度における温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 6,003

 (3)温室効果ガスの削減目標（目標年度の対策後排出量） 5,243

事業の概要
阪急リート投資法人保有の賃貸ビル（事務所・店舗）等不動産資産
の管理運用等

◎ 温室効果ガスの排出の抑制に関する目標

 (1)計画期間

日（3年間）

特定事業者の主たる業種 69不動産賃貸業・管理業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ
又はロに該当する者

対 策 計 画 書

届出者住所
大阪府大阪市北区茶屋町19-19

氏名
阪急リート投信株式会社

アプローズタワー19階 代表取締役社長 白木 義章



◎ 温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化のための対策

 (1)推進体制

大半のビルの管理運営を委託している阪急阪神ビルマネジメント㈱や、他の管理会社においても随時
エネルギー使用に対する監視及び削減対策を実施。また阪急阪神ホールディングスグループの一員と
して、阪急阪神ホールディングス環境委員会の啓蒙活動を推進。
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  温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値 延床面積

  （温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

 目標削減率に関する考え方

スパワールドにおいて、前期より実施している熱源機器の最良な省エネ運転方法を探る。

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量

目標年度における吸収量 0 吸収量による削減率 0.0

   温室効果ガスの削減目標（目標年度の対策後排出量(平準化補正後)） 10,479

選択
目標削減率（排出量ベース） 0

目標削減率（原単位ベース） 3

目標削減率（平準化補正ベース） 3

 (2)基準年度における温室効果ガス総排出量 10,179

    基準年度における温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 10,792

 (3)温室効果ガスの削減目標（目標年度の対策後排出量） 9,878

事業の概要
分譲事業・賃貸事業・アミューズメント事業・マンション管理事業

再生可能エネルギー事業・社会福祉事業

◎ 温室効果ガスの排出の抑制に関する目標

 (1)計画期間

日（3年間）

特定事業者の主たる業種 69不動産賃貸業・管理業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ
又はロに該当する者

対 策 計 画 書

届出者住所
大阪市福島区吉野１－２１－１４

氏名
株式会社 阪神住建

代表取締役 岩崎 圭祐



◎ 温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化のための対策

 (1)推進体制

事業所ビルにおいては省エネ担当職員を選任し省エネ計画の立案・推進を行う。
テナントビルにおきましては、各テナントに弊社の省エネの取り組み姿勢を周知し協力を求める。
スパワールドにおいて、ガスコージュネのピーク時発電と排熱利用率を両立させる為の運転方法を探
る。


